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一erSUとして本末はとかくに顛倒

し勝ちのものである，

　　　　　　つ
　終職直後，陸軍の技術参諜だつた

友人某君に，一盟今度の職箏は，兵

器の質P・・bu・つても量からいつても

アメ11カに封して到底勝目のないこ

とが，はじめから判つていたのじや

ないかと聞いてみたことがある，

そ嚇喋君の答が浜撫つい @　随　筆てはその通vだが，大和魂を勘定r－　　　＿

変鷲瓢葛裂れ硯込だつ　本末顛倒の醗

　　　　　　　○

　そういわわてみると，當時，海軍

でも訓織轍やかましく・・つて，　　星合正治
月月火水木金金などという歌を小供

にさえし匙りに歌わせたものだ．そ　話もあるが，一方には・名人松花堂

の海軍が敵に優秀な電波標定機のあ　は筆先壼の感鯛で關束の水と京の柳

ることを甘く見ていたらしく，こち　の水との輝別ができたという逡話も

らの得意とした夜職において・姿も傳わつている．

見えない敵の砲Ptのため・軍ent：次　弘th・r．良質の筆を・mrcせてこそ・

から次とng沈されてはじめて目力雁その眞償がもつと畷揮される所以噛

めたというような話を，後で聞いた　だし，又右衛門が正宗の名刀を振え

　こともある・　　　　　　　　　　　ぱさらに素晴しい手練が見せられた

　そして，畢幻の果には特攻除なん　筈だ．自ら筆は二の次ぎでよい・刀

　ぞをつくり上げて，向の鐵鋼とこち　はなまくら緒構ということにはなら

　らの大事な肉盟とを直接にぶつから　ない．

　せるようなはめにさえなつた．　　　　　　　　　　○

　　　　　　　○　　　　　　　　　　われわれがラジオを一台購入しよ

　　職隅時代，rtvaの騎馬隊は，その　うと思いたつた場合に，まずどうす

　勇名が天下に轟いていた・しかし長　るか．

　篠合戦では，鐵砲を逸ち早く整備し　　大膿の値段を想定して，恢具合を

　た織田方のために，山縣昌景，馬場　一慮胸算用した上で町に出かける・

　信春，眞田信綱なんどという一騎當　ずらりとならんだいろいろのラジオ

　千の豪傑蓮が，たちまち鐵砲玉の的　を右から左へと一覧に及んで，第一

　となつて武田方の大敗に終つたζと　に感じの良さそうなものtc日をっけ

　は，三尺の童子でさえ知つている有　る．次には正札と懐とのバランスを

　名な諸ではないか・　　　　　　　ひそかに勘定して，手頃なものを候

　　楠公の昔から飛道具に面と向わせ　補にする．それから，製造者のマー

　るのは藁入形と決つてv・るのを忘O　ク位を調べてみて・頭の中に思いだ

　てしまつた課である．　　　　　　　す有名會就の製品なら，それで第一

　　これなんぞは，本末顛倒の最たる　の關門は通過・

　ものであろう．　　　　　　　　　　そこで，おもむろに店員を呼んで

　　そOと同時に，こうしたことを偉その旨をつげて・h・「「て見てもらう・

　そうにいえるのは，事がすんだ後だ　音はまずよしと聞いてから安心して

　からである．　　　　　　　　　　　ッマミをひねつて同調具合を試した

　　　　　○　　　　　　　　　　　り，スイッチにガタが有るか無いか

　　弘法筆を選ばずという諺もあるし　等を仔細らしく當つてみるくらいが

　荒木又右衡門は繍を丸めて柳生但關の11iで．その後の取引Rn至ts簡

　馬守の眞創とsuaSrc立ftつたと）・う　馴［贋調にいく・

　　　　　　○
　この吏買手順をみ・ると，まず目に

つくのは，外税の感じである・見た

目がスマートでないと，最初から問

嬉にならtrい・内部に使つてあるチ

ョrク，抵抗，コンデンサーの類の

良し悪しなんぞは，家に持つて麟つ

てしばらく使つてみて，故障が起つ

てからはじめて氣のつくのが普通で

ある．あるいは逆に内容に非常な著

心が梯わOてv・て，丈夫でこわtzlt

いようにと注意して作られたもので

も，その本當の値打が本雷に判るの

は，恐らく5年後，乃至は10年た

つた後であろう・

　　　　　　　○

　われわれは，物を作るのに，和手

の鯛手がまずどこr．とどくかを考え

ることが必要だ．見た目がきれいで

スマートであることは，なにより最

初の購入意慾を獲揮させる所以であ

ることを忘れてはいけない．見掛が

美しければ，後で使う場合にも・氣

持よく，大事に，可愛がつてもらえ

　る筈である．それが人情である．

　　せっかく骨をおつて，内容のしつ

　かりしたものを作り上げても，外見

が悪くて振り向）・ても見らnないよ

うなの臨弘法に禿V筆，叉右衛門

に竹光とまでSえいかねのが一般rを

　ある．

　　　　　　　　○

　　せつかく内容が即・のに見場が悪

　くて畏れないのは本末顛倒であV・

　外槻ばかり奇麗で内1：5が拡けている

　のももちろん本末顛倒である．

　　衣食足つてから後でおもむろに禮

　節を考えようというような心構では

　いけない，といって，衣食足らずし

　て禮節だけを誇示しようとするのは

　侮いけない．衣食が足つても足らな

　くても，分柑當の覆節を常に忘れて

はいけないということである・

　とかく，本末は顧倒しやすい．と

同時K，凡人の蜘慧は後から出るも

のとも，昔’からきまつとる．

（1950．8．7　言己）
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